
　県消防操法大会西置賜支部大会が₇月14

日、西置賜行政組合消防本部で開催され、

各代表チームが技術を競い合い、ポンプ車

の部では長井市消防団第２分団第２部第１

班（成田）が、小型ポンプの部では第３分

団第５部第１班（草岡）が、それぞれ最優

秀と素晴らしい成績をおさめました。
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新
正
副
議
長
あ
い
さ
つ

新
体
制
で
ス
タ
ー
ト

　
　
　

議　

長　

平　
　

進
介

　
　
　

副
議
長　

内
谷　

邦
彦

　

令
和
元
年
。
明
日
へ
の
希
望
の

幕
開
け
と
と
も
に
、
市
議
会
も
統

一
地
方
選
挙
に
よ
り
新
人
５
名
を

迎
え
新
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

　

選
挙
後
の
臨
時
議
会
に
お
い

て
、
指

※

名
推
選
に
よ
り
議
長
・
副

議
長
に
選
任
さ
れ
就
任
い
た
し
ま

し
た
。

　

新
た
な
体
制
、
新
た
な
気
持
ち

で
市
民
福
祉
の
向
上
に
向
け
、
議

会
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

特
に
、
公
共
施
設
整
備
事
業
は

待
っ
た
な
し
の
状
況
で
す
。ま
た
、

子
育
て
・
教
育
支
援
と
し
て
公
共

複
合
施
設
整
備
も
必
要
で
す
。

　

い
か
に
市
民
の
皆
様
の
負
担
を

軽
減
し
施
設
整
備
を
進
め
る
か
。

行
政
と
議
会
が
建
設
的
な
議
論
を

大
い
に
交
わ
し
「
長
井
市
」
と
し

て
一
体
で
国
・
県
に
対
し
支
援
要

望
を
行
う
姿
勢
が
大
切
で
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
の
ご
指
導
と
ご

支
援
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　去る４月21日執行の

市議会議員選挙において

16名の議員が決まりま

した。その後、５月臨時

会及び６月定例会で以下

の通り議会の体制が決定

されました。

【総     　務】 　◎赤間　泰広　　　○鈴木　一則　　　　渡部　正之　　　　鈴木　　裕

　　　　　　　　浅野　敏明　　　　小関　秀一　　　　蒲生　光男　　　　平　　進介

【文     　教】 　◎金子　豊美　　　○勝見英一朗　　　　竹田　陽一　   　　内谷　邦彦

　　   　　　　　渡部　秀樹　　　　鈴木富美子　　　　梅津　善之　　   　今泉　春江

◎蒲生　光男　　○浅野　敏明　　金子　豊美　　内谷　邦彦　　鈴木富美子　　小関　秀一

【厚     　生】 　◎小関　秀一　　　○鈴木　　裕　　　　勝見英一朗　   　　渡部　正之

　　　　　　　　金子　豊美　　　　赤間　泰広　　　　今泉　春江　   　　平　　進介

【産業・建設】　　◎鈴木富美子　　　○渡部　秀樹　　　　鈴木　一則　　   　竹田　陽一

　　　　　　　　浅野　敏明　   　　内谷　邦彦　   　　梅津　善之　 　 　 蒲生　光男

【
常

任

委

員

会
】

【議会運営委員会】

【ながい市議会だより編集特別委員会】

【公共施設整備調査特別委員会】 【議会選出監査委員】

【一部事務組合議会議員】

【山形県後期高齢者医療広域連合議会議員】

◎渡部　秀樹　　○鈴木富美子　　鈴木　一則　　渡部　正之　　鈴木　　裕　　金子　豊美

◎内谷　邦彦　　○金子　豊美　ほか議長を除く全員 蒲生　光男

【置賜広域行政事務組合】

渡部　正之　　赤間　泰広

平　　進介

【西置賜行政組合】

竹田　陽一　　浅野　敏明

鈴木富美子　　梅津　善之

【置賜広域病院企業団】

勝見英一朗　　小関　秀一

平　　進介

内谷　邦彦

（敬称略）　◎委員長　　○副委員長
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( 下記以外については全会一致で可決されています )令和元年6月定例会　議案等に対する賛否一覧表

令和元年 8 月１日発行〈第126号〉  ながい市議会だより

　　　　　　　　　　　　　　　議席番号

　　　　　　　　　　　　　　　議員氏名

議案等名
議決

結果
反
対

：
賛
成

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

鈴

木

一

則

勝

見

英
一
朗

渡

部

正

之

鈴

木
　

裕

竹

田

陽

一

金

子

豊

美

浅

野

敏

明

 

内

谷

邦

彦

 

渡

部

秀

樹

 

鈴

木

富
美
子

赤

間

泰

広

 

梅

津

善

之

小

関

秀

一

今

泉

春

江

蒲

生

光

男

 

平
　

進

介

議案第53号，第56号，第57号，第58号，第59号,

　　第60号，第61号，第63号，第64号，第65号,

　　第66号，第67号，第68号，第69号，第70号,

　　第71号，第72号，第73号，第74号，第75号,

　　第76号，第77号，第78号，第79号，第82号,

　　第83号，第84号，第85号，第90号

原案

可決
 14：₁ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

請願第₁号　 消費税10％中止を国に求める意見

書提出の請願 
不採択 ₃：12 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○

※賛否が分かれたものについて掲載しています。議長（平進介）は採決に加わらない。 

※議案第53号、議案第56号から議案第61号、議案第63号から議案第79号及び議案第82号から議案第85号については、

　消費税率及び地方消費税率の改定に伴う条例の一部改正議案及び関連予算議案、議案第90号については人事案件です。

　議案名については、市議会のホームページでご確認ください。

★令和元年６月定例会に提出されたすべての議案等の議決結果は市議会のホームページに掲載しています。

　

10
月
１
日
か
ら
実
施
予
定
の
消

費
税
率
及
び
地
方
消
費
税
率
の
改

定
に
伴
い
、
市
内
各
施
設
の
使
用

料
等
を
税
率
10
パ
ー
セ
ン
ト
に
対

応
さ
せ
る
た
め
、
各
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
議
案
が
多
く
提
案
さ

れ
ま
し
た
。

一 

般 

議 

案

　

６
月
定
例
会
を
６
月
10
日
か

ら
27
日
ま
で
の
18
日
間
の
日
程

で
開
催
し
、追
加
議
案
を
含
め
、

報
告
３
件
、
一
般
議
案
30
件
、

補
正
予
算
６
件
、
請
願
１
件
、

人
事
案
件
３
件
、
議
会
案
２
件

に
つ
い
て
、
審
議
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
請
願
１
件
は

不
採
択
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ

の
他
の
議
案
は
す
べ
て
原
案
ど

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
一
般
質
問
で
は
13
名

の
議
員
、
予
算
総
括
質
疑
で
は

１
名
の
委
員
が
当
局
の
考
え
を

た
だ
し
ま
し
た
。

3

消
費
税
率
の
改
定
に
伴
う

条
例
改
正

令
和
元
年

６
月
定
例
会

　

長
井
市
議
会
の
議
決
に
付
す
べ

き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処

分
に
関
す
る
条
例
第
２
条
の
規
定

に
よ
り
、
工
事
の
請
負
契
約
を
締

結
す
る
た
め
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

新
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
工
期
を
令

和
元
年
７
月
１
日
か
ら
令
和
３
年

３
月
19
日
ま
で
と
し
、
契
約
金
額

39
億
７
６
５
０
万
円
で
戸
田
・
那

須
・
大
泉
建
設
特
定
建
設
工
事
共

同
企
業
体
と
締
結
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
市
民
文
化
会
館
に
つ

い
て
は
、
工
期
を
令
和
元
年
６
月

27
日
か
ら
令
和
２
年
７
月
17
日
ま

で
と
し
、
契
約
金
額
14
億
７
４
０

０
万
円
で
那
須
・
梅
津
・
小
笠
原

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
と
締

結
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一 

般 

議 

案

新
庁
舎
建
築
工
事
請
負
契
約
、

市
民
文
化
会
館
耐
震
等
改
修
工
事

請
負
契
約
の
締
結

　

白
山
保
育
園
、
お
ひ
さ
ま
保
育

園
、
星
の
子
保
育
園
の
整
備
に
つ

い
て
、
国
交
付
金
基
準
額
の
増
額

改
訂
に
伴
い
増
額
補
正
さ
れ
ま
し

た
。
３
施
設
と
も
令
和
２
年
４
月

１
日
の
開
所
予
定
で
す
。

補 

正 

予 

算

保
育
所
等
整
備
事
業
６
７
５
万
円

　

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
と
し

て
、
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
創
出
に

寄
与
す
る
事
業
者
に
対
し
、
地
域

振
興
に
資
す
る
投
資
へ
の
支
援
と

し
て
、
ふ
る
さ
と
融
資
制
度
を
活

用
し
た
「
本
町
タ
ウ
ン
商
業
施
設

整
備
資
金
貸
付
金
」
が
増
額
補
正

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
貸
付
金
は
、
旧
ヨ
ー
ク
ベ

ニ
マ
ル
跡
地
に
予
定
さ
れ
て
い
る

テ
ナ
ン
ト
建
設
の
一
部
資
金
と
し

て
活
用
さ
れ
ま
す
。

補 

正 

予 

算

ふ
る
さ
と
融
資
制
度
２
６
５
０
万
円

　

本
市
に
お
け
る
公
共
施
設
に
つ

い
て
は
、
老
朽
化
が
著
し
く
、
今

後
、
平
成
28
年
に
策
定
さ
れ
た
公

共
施
設
等
整
備
計
画
な
ど
に
基
づ

き
、
老
朽
化
対
策
や
子
育
て
支
援

施
設
等
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
議

会
と
し
て
財
政
面
及
び
ま
ち
づ
く

り
の
視
点
か
ら
公
共
施
設
の
整
備

に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
行
う
こ

と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

議

会

案

公
共
施
設
整
備
調
査
特
別
委
員
会

の
設
置
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討 論

反対
今泉　春江 議員 浅野　敏明 議員

　消費税増税が10月から予定されているが、実質

家計消費は年25万円落ち込み、実質賃金は10万円

も低下し、政府が発表した景気動向指数は２ヶ月

連続悪化している。各種の世論調査では増税に反

対は約６割、賛成は４割弱となっている。

　この度の増税の財源は５兆円とされているが、

大企業の優遇税制是正や富裕層優遇税制是正、米

軍の思いやり予算の廃止などで、合計7.5兆円の

財源が、消費税に頼らなくても捻出できる。市民

は消費税が増税されては暮らしも商売も成り立た

ないと悲鳴を上げており、市民と長井市、日本全

体のために増税中止の請願を採択すべき。

賛成

　採決の前に、議題となっている案件について賛成

か反対かを表明することです。

反対
鈴木富美子 議員 今泉　春江 議員

賛成

反対
金子　豊美 議員 今泉　春江 議員

賛成

◆
消
費
税
10
％
中
止
を
国
に
求
め
る

　

意
見
書
提
出
の
請
願

　本法案は、消費税10％引き上げについて国会で

可決、成立されたものである。高齢者の増加は、

現役世代の減少と相まって、医療費等の社会保障

費増大の要因になっている。この増え続ける社会

保障費の財源を確保するための消費税引き上げで

あり、止むを得ないものであると考える。増税分

は将来世代の負担軽減策、少子化対策とする幼児・

保育・高等教育の無償化や社会保障の充実、国土

強靱化対策等の財源とするものである。

　本来消費税のあり方については国会で審議され

るべき事項であり、本請願に対して反対する。

　消費税率及び地方消費税率の改定に伴い改正す

るものであり、全て国の専権事項であるため、令

和元年10月の改正のための準備期間が必要である

と考えられる。消費税率引き上げの影響は、決し

て少なくはないものの、「少子高齢化という国難

に正面から取り組み、お年寄りも、若者も安心で

きる全世代型の社会保障制度へ転換し、同時に財

政健全化も確実にすすめ、実施にあたっては、前

回の消費税率の引き上げの経験を生かし、あらゆ

る施策を総動員し、経済に影響を及ぼさないよう

全力で対応する」と平成30年10月臨時閣議におい

て発言している。

　地方自治体としては、10月１日から実施予定の

消費税増税に向け、国のあらゆる施策を活用しな

がら、市民への周知等も含め、各事業主はじめ市

民の不安を取り除き、安心して対応できるよう準

備を進めることが大切であり、求められていると

考える。また、予算編成、事務処理の能率性、効

率性の面からも準備期間が必要である。

　よって、本議案に計上されている補正予算、収

入増額分の水道事業収益387万円は妥当であり、

当局においては、市民が安心してスムーズに対応

できるよう万全の準備を願いたい。

　水道給水事業は市民の命、暮らしを支える何よ

りも重要なものである。消費税増税での水道料金

の値上げは、暮らし、商売に大きな打撃を与える。

　消費税は社会保障のためと言って引き上げられ

てきているが、消費税額78％が企業減税の穴埋め

に使われ、社会保障にはわずかしか使われていな

い。年金や生活保護の削減、社会保険料増額など

の社会保障は連続改悪され、物価高による実質賃

金の減少や食料品の相次ぐ値上げなどで、個人消

費は低迷している。消費税増税を中止し、水道料

金の値上げをやめ、市民の暮らし、長井市の経済

を守るべきであり反対する。

　消費税は低所得者ほど負担が重くなる税制であ

る。増税は消費を冷え込ませ、景気を悪化させる

だけでなく、格差と貧困の拡大に追い討ちをかけ、

市民の暮らしや経済に大きな影響がでることは避

けられない。どの世論調査を見ても、引き上げに

反対の意見が賛成を大きく上回っている。

　市は業者のように消費税を納める必要がないに

も関わらず増税を理由に使用料を引き上げ、市民

に負担を強いるこの条例改正には反対する。

　また、消費税は国の専権事項であり、議会で討

論すべきではないとの意見は、地方自治の意見表

明の権利を否定するものであり、間違っている。

◆
長
井
市
教
育
施
設
使
用
条
例
の
一
部
を

　

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◆
令
和
元
年
度　

長
井
市
水
道
事
業
会
計

　

補
正
予
算
第
１
号
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※３R：Reduce（リデュース）、Reuse（リユース）、Recycle（リサイクル）の環境配慮に関する３つのＲの総称。
※リデュース：製品をつくる際に使う資源の量を減らし、ごみの発生を少なくすること。

令和元年 8 月１日発行〈第126号〉  ながい市議会だより

環
境
に
配
慮
し
た
容
器

へ
の
転
換
を
検
討

運
協
会
長
と
の
懇
談
会
を

開
催
し
待
遇
改
善
を
検
討

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

削
減
の
課
題
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

職
員
の
待
遇
改
善
を
早
急
に

浅野　敏明

金子　豊美

Ｑ
．
空
き
家
４
７
３
戸
の
う
ち
、
管

理
不
全
空
家
が
２
８
７
戸
で
大
き

な
課
題
で
す
。
増
加
を
く
い
止
め

る
よ
う
、
管
理
や
解
体
後
の
利
用

を
促
す
た
め
の
補
助
制
度
を
設
け

て
は
ど
う
で
す
か
。
ま
た
空
家
バ

ン
ク
登
録
が
１
件
だ
け
で
す
が
、

優
良
空
家
Ａ
ラ
ン
ク
指
定
44
戸
に

登
録
を
促
す
た
め
、
申
し
込
み
窓

口
を
市
が
担
い
、
子
育
て
世
代
や

移
住
希
望
者
等
に
注
目
さ
れ
る
よ

う
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
す
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

Ａ
．
所
有
者
等
の
自
助
努
力
に
よ

る
管
理
を
ご
理
解
い
た
だ
く
と
と

Ｑ
．
公
民
館
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
の
職
員
が
退
職
し
、
後
任

者
の
採
用
に
応
募
者
が
な
く
、
各

運
営
協
議
会
で
は
大
変
苦
労
さ
れ

た
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
職
員

の
待
遇
改
善
に
つ
い
て
、
コ
ミ
セ

ン
運
営
協
議
会
会
長
、
館
長
と
の

懇
談
会
を
開
催
し
、
現
在
の
状
況

と
課
題
を
整
理
し
て
、
職
員
が
安

心
し
て
職
務
に
集
中
で
き
る
よ

う
、
ま
た
、
人
材
の
確
保
や
地
域

づ
く
り
計
画
を
推
進
す
る
た
め
に

も
、
早
急
に
身
分
保
障
と
待
遇
改

善
に
取
り
組
む
べ
き
と
思
い
ま
す

が
ど
う
で
す
か
。

も
に
、利
活
用
に
つ
い
て
は
、関
係

各
課
等
と
連
携
し
効
果
的
な
対
応

を
検
討
し
ま
す
。ま
た
、優
良
空
家

所
有
者
に
積
極
的
に
働
き
か
け
、

よ
り
登
録
件
数
を
増
や
す
と
と
も

に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
充
実
し

た
長
井
の
暮
ら
し
や
子
育
て
環
境
」

等
の
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
．
海
洋
汚
染
が
世
界
的
に
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。
廃
プ
ラ
の
削

減
に
向
け
て
、
３

※

Ｒ
の
う
ち
リ

※

デ

ュ
ー
ス
の
徹
底
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
消
費
者
へ
の
啓
発
と
声
が
け

が
最
も
大
切
で
す
の
で
、「
長
井
市

消
費
生
活
者
の
会
」
の
協
力
と
連

携
が
必
要
不
可
欠
で
は
な
い
で
す

か
。
ま
た
、
長
井
の
水
「
卯
の
花
姫

の
涙
」の
容
器
を
、バ
イ
オ
マ
ス
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
等
に
転
換
す
る
よ
う

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

Ａ
．
廃
プ
ラ
の
リ
デ
ュ
ー
ス
に
つ

い
て
は
、
レ
ジ
袋
の
削
減
運
動
に

取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
実
績
か
ら
、

啓
発
活
動
も
含
め
て
長
井
市
消
費

生
活
者
の
会
の
皆
様
と
協
力
・
連

携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

長
井
の
水
の
容
器
は
、
バ
イ
オ
マ

ス
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
環
境
に
配
慮

し
た
容
器
へ
の
転
換
を
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

Ａ
．
コ
ミ
セ
ン
職
員
は
、
地
域
主

体
の
地
域
づ
く
り
を
支
え
る
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
職
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
や
人
材

確
保
の
面
か
ら
も
身
分
保
障
と
待

遇
改
善
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

７
月
中
に
各
コ
ミ
セ
ン
運
営
協
議

会
会
長
等
と
の
懇
談
会
を
設
定
し

て
お
り
、
意
見
交
換
し
な
が
ら
待

遇
改
善
等
を
検
討
し
ま
す
。

Ｑ
．
長
井
市
教
育
振
興
計
画（
後
期

計
画
）で
は
、文
化
財
保
護
団
体
を

は
じ
め
、
高
齢
化
が
進
み
保
護
活

動
に
支
障
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。
社
会
教
育
関
係

団
体
や
各
種
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
団

体
等
も
含
め
て
、育
成
、支
援
に
努

め
る
こ
と
が
今
必
要
で
、
文
化
財

保
護
活
用
と
地
域
活
性
化
に
つ
な

が
る
と
思
い
ま
す
が
ど
う
で
す
か
。

Ａ
．
文
化
財
保
護
や
社
会
教
育
を

推
進
し
、
郷
土
の
誇
り
を
後
世
に

伝
え
る
た
め
の
カ
ギ
は
人
材
で
す
。

幼
少
期
か
ら
地
域
の
伝
統
文
化
や

地
域
活
動
に
触
れ
る
機
会
を
つ
く

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と

の
連
携
を
密
に
し
て
多
様
な
人
材

の
育
成
を
図
り
、
各
種
団
体
の
持

続
可
能
な
活
動
の
た
め
支
援
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

地域づくり計画により６地区コミセン スタート 空家バンク登録の一戸建て住宅例
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利
用
し
や
す
い
施
設
を

目
指
し
て
整
備
を
実
施

地
域
の
産
業
や
伝
統
な
ど

の
よ
さ
を
体
験
的
に
学
ぶ

旧
長
井
小
学
校
第
一
校
舎
の

今
後
の
課
題
は

市
内
小
中
学
校
に
お
け
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
は

勝見英一朗

鈴木富美子

Ｑ
．「
ま
な
び
」
と
「
交
流
」
の
拠

点
施
設
、
旧
長
井
小
学
校
第
一
校

舎
は
、
４
月
27
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
、
５
月
末
現
在
で

１
万
２
９
８
５
人
の
来
館
者
が
あ

り
ま
し
た
。
玄
関
入
口
等
の
段
差

は
、
高
齢
者
や
車
椅
子
の
方
へ
の

配
慮
が
足
り
な
い
と
感
じ
ま
す
。

今
後
の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
．
こ
の
建
物
は
、
免
震
工
事
と

い
う
特
別
な
工
事
を
行
う
必
要
が

あ
っ
た
た
め
、
入
り
口
に
大
き
な

段
差
が
生
じ
ま
し
た
。
早
急
に
、

踏
み
台
や
手
す
り
、
ス
ロ
ー
プ
な

ど
の
設
置
を
行
い
ま
す
。

Ｑ
．
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

及
び
山
形
県
学
力
等
調
査
の
結
果
、

特
に
質
問
紙
の
回
答
の
分
析
結
果

を
授
業
改
善
に
ど
う
生
か
さ
れ
ま

し
た
か
。
ま
た
、
保
護
者
・
市
民

へ
の
公
表
は
ど
う
さ
れ
ま
し
た
か
。

Ａ
．
結
果
は
文
書
で
保
護
者
に
公

表
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は

読
書
や
家
庭
学
習
に
し
っ
か
り
取

り
組
め
て
い
る
一
方
、
メ
デ
ィ
ア

に
接
す
る
時
間
が
長
く
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

と
共
に
改
善
を
進
め
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
市
内
小
中
学
校
に
お
け
る
キ

ャ
リ
ア
教
育
は
ど
の
よ
う
に
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
か
。
本
市
に
お
け

Ｑ
．
今
現
在
、
駐
車
場
の
案
内
は

あ
る
の
で
す
か
。
今
後
専
用
の
駐

車
場
を
確
保
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

ど
の
よ
う
に
な
る
の
で
す
か
。
で

き
れ
ば
、
高
齢
者
や
車
椅
子
の
方

へ
は
、
道
路
を
横
断
し
な
い
駐
車

場
が
あ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
が

可
能
で
す
か
。

Ａ
．
前
庭
の
慈
愛
の
森
と
一
体
と

な
っ
た
建
物
の
た
め
、
敷
地
内
に

駐
車
場
を
確
保
す
る
こ
と
が
難
し

い
こ
と
か
ら
、
足
腰
の
不
自
由
な

方
な
ど
が
利
用
し
や
す
い
進
入
路

な
ど
の
整
備
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．「
く
つ
ろ
ぎ
・
交
流
ス
ペ
ー
ス
」

で
軽
食
の
提
供
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

お
喋
り
や
休
憩
が
で
き
る
場
所
が

あ
れ
ば
、
各
年
代
層
の
方
が
利
用

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
有
効
活
用

し
て
い
た
だ
き
、
み
ん
な
に
愛
さ

れ
る
施
設
に
し
て
い
く
べ
き
と
思

い
ま
す
が
ど
う
で
す
か
。

Ａ
．
こ
の
ス
ペ
ー
ス
は
、
市
民
の
皆

様
や
市
外
の
観
光
の
方
な
ど
、
誰

で
も
く
つ
ろ
ぎ
、
世
代
を
超
え
て

交
流
で
き
る
場
所
と
し
て
整
備
し

た
も
の
で
、
ま
ず
は
ド
リ
ン
ク
類

や
お
菓
子
、パ
ン
類
等
を
提
供
、来

春
を
目
途
に
食
事
も
で
き
る
よ
う

な
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

る
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、
小
学
生
の

段
階
か
ら
、「
働
く
こ
と
を
通
し

て
地
域
に
貢
献
す
る
」
と
い
う
本

来
の
意
義
を
大
切
に
行
わ
れ
る
べ

き
と
考
え
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

Ａ
．
地
域
の
産
業
を
学
ぶ
、
職
場

訪
問
・
体
験
活
動
を
小
学
校
段
階
か

ら
進
め
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
人

材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ
．
工
業
高
校
に
お
い
て
育
成
す

べ
き
技
能
・
専
門
性
を
本
市
の
企

業
実
態
を
踏
ま
え
て
明
ら
か
に
し
、

そ
れ
に
対
応
し
た
学
科
・
系
へ
改

編
す
る
よ
う
設
置
者
に
要
請
し
て

は
い
か
が
で
す
か
。
ま
た
、
市
内

の
職
業
訓
練
施
設
に
お
い
て
、
土

木
系
普
通
職
業
訓
練
短
期
課
程
を

開
設
す
る
よ
う
後
押
し
し
て
は
い

か
が
で
す
か
。

Ａ
．
地
域
産
業
に
対
す
る
県
立
高

校
の
あ
り
方
を
関
係
機
関
で
協
議

し
、県
に
提
案
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
の
職
業
訓
練
に
お
い
て
、

土
木
科
を
開
設
で
き
な
い
か
訓
練

法
人
と
検
討
し
、
県
へ
の
要
望
も

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

地域の産業を学ぶ職場訪問 有効活用に期待する「くつろぎ・交流スペース」

6

答　弁

答　弁

一

般

質

問



令和元年 8 月１日発行〈第126号〉  ながい市議会だより

安
全
・
安
心
な

生
活
づ
く
り
を
進
め
る

経
済
的
支
援
策
は
国
策

と
し
て
の
実
施
を
要
望

児
童
・
生
徒
の
交
通
安
全

対
策
の
再
確
認
を

少
子
化
対
策
の
た
め

子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
を

Ｑ
．
少
子
化
が
進
む
中
で
核
家
族

化
や
共
働
き
家
庭
の
増
加
、
就
労

形
態
の
多
様
化
な
ど
に
伴
い
、
経

済
的
・
精
神
的
負
担
が
大
き
く
な

っ
て
い
る
子
育
て
世
帯
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
粉
ミ
ル
ク
や
紙

オ
ム
ツ
な
ど
を
、
使
用
頻
度
の
高

い
月
齢
を
越
え
て
安
定
期
に
入
る

ま
で
支
援
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

Ａ
．
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
は
、
市

で
は
オ
ム
ツ
等
の
消
耗
品
と
し
て

で
は
な
く
、
病
児
保
育
や
医
療
費

の
無
償
化
、
ギ
フ
ト
贈
呈
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
本
来
は
、
経

済
的
な
支
援
は
国
が
し
っ
か
り
実

施
す
る
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
で

実
施
し
て
い
る
「
指
定
ご
み
袋
子

育
て
支
援
事
業
」
は
、
乳
幼
児
の

紙
オ
ム
ツ
を
処
理
す
る
た
め
の
指

定
ご
み
袋
を
無
償
配
布
す
る
直
接

的
な
支
援
事
業
と
し
て
非
常
に
喜

ば
れ
て
い
る
事
業
だ
と
認
識
し
て

い
ま
す
が
、
紙
オ
ム
ツ
の
使
用
頻

度
を
考
え
る
と
少
な
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。
本
市
と
し
て
上
乗
せ
支

援
が
で
き
な
い
か
お
聞
き
し
ま
す
。

Ａ
．
平
成
24
年
か
ら
、
０
～
２
歳

児
の
い
る
世
帯
に
指
定
ご
み
袋
を

年
間
30
枚
配
布
し
て
い
ま
す
。
子

育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
を
進
め
る

た
め
、
市
単
独
事
業
で
は
な
く
、

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
で
の
サ

ー
ビ
ス
の
拡
大
を
要
望
し
て
ま
い

り
ま
す
。

Ｑ
．
観
光
客
が
多
く
訪
れ
る
「
道

の
駅
」
や
「
ク
ロ
ス
バ
」
な
ど
に
、

美
し
い
市
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

背
景
に
し
た
ご
当
地
プ
リ
ク
ラ
の

設
置
を
提
案
い
た
し
ま
す
。

Ａ
．
外
国
人
旅
行
客
に
も
大
変
人

気
が
あ
り
、観
光
局
や
地
場
産
、ま

ち
づ
く
り
会
社
な
ど
が
主
体
と
な

り
、設
置
で
き
る
か
検
討
し
ま
す
。

子育て世帯の負担軽減には様々な支援が必要 関係者による通学路合同安全点検

渡部　秀樹

渡部　正之

Ｑ
．
多
発
し
て
い
る
事
件
・
事
故

を
受
け
て
、
本
市
に
お
い
て
も
早

急
に
子
ど
も
た
ち
を
守
る
安
全
対

策
の
再
確
認
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

現
状
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

や
協
力
者
の
お
か
げ
で
安
心
安
全

に
登
下
校
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
、

人
材
の
確
保
を
ど
の
よ
う
に
進
め

る
の
で
す
か
。

Ａ
．
学
校
区
単
位
で
実
施
し
て
い

る
地
域
学
校
協
働
本
部
事
業
と
連

携
し
、
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を

見
守
る
人
材
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

Ｑ
．緊
急
時
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
の
際
、

設
置
場
所
へ
速
や
か
に
誘
導
す
る

た
め
の
案
内
板
設
置
や
、
体
育
施

設
利
用
団
体
へ
の
講
習
会
、
事
前

周
知
等
が
必
要
で
は
な
い
で
す
か
。

Ａ
．
特
に
案
内
板
は
設
け
て
い
ま

せ
ん
が
、
各
施
設
の
入
り
口
及
び

設
置
場
所
に
表
示
シ
ー
ル
を
貼
付

し
て
い
ま
す
。
消
防
本
部
が
実
施

す
る
講
習
日
時
等
を
周
知
し
、
受

講
を
促
す
な
ど
、
よ
り
多
く
の
人

が
対
応
で
き
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

Ｑ
．
や
ま
が
た
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
観

光
局
設
立
に
よ
り
、
四
季
を
通
じ

た
多
様
な
観
光
事
業
の
展
開
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
長
井
を
広
く
Ｐ
Ｒ

し
て
い
く
う
え
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
の
存
在
は
と
て
も
大
き
く
、

長
井
の
魅
力
発
信
に
つ
な
が
る
活

動
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今

後
の
観
光
事
業
の
展
開
や
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
育
成
を
ど
の

よ
う
に
進
め
る
の
で
す
か
。

Ａ
．
今
後
は
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
観

光
局
を
中
心
に
さ
ら
な
る
誘
客
を

実
践
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
の
役
割
は
重
要
で
あ
り
、
テ

キ
ス
ト
の
充
実
を
図
り
、
ガ
イ
ド

の
底
辺
拡
大
に
つ
な
げ
ま
す
。
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※残渣：残りかすのこと。

令和元年 8 月１日発行 ながい市議会だより  〈第126号〉

団員確保が心配される消防団深刻化するイノシシ被害

地
域
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
被
害
防
止
を

長
井
の
魅
力
を
高
め
る

施
策
を
展
開

急
速
に
進
む
人
口
減
少
に

ど
の
よ
う
に
し
て
歯
止
め

を
か
け
る
か

早
急
な
鳥
獣
被
害
対
策
を

竹田　陽一

鈴木　　裕

Ｑ
．
こ
こ
数
年
、
市
民
に
人
口
推

計
を
用
い
て
、「
長
井
市
の
人
口
は

急
激
に
減
少
し
て
い
く
」
と
い
う

説
明
を
し
て
い
ま
す
が
、
市
長
は
、

推
計
人
口
に
基
づ
い
て
市
政
運
営

を
行
う
の
か
、
人
口
を
で
き
る
だ

け
減
少
さ
せ
な
い
た
め
の
市
政
運

営
を
担
っ
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

Ａ
．
人
口
減
少
は
行
政
運
営
の
核

心
部
分
で
、
課
題
に
対
応
す
る
た

め
総
合
計
画
や
総
合
戦
略
を
策
定

し
、
行
政
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
人
口
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

合
計
特
殊
出
生
率
が
２
・
０
７
と
い

わ
れ
て
お
り
、
本
市
は
平
成
25
年

Ｑ
．
イ
ノ
シ
シ
被
害
が
数
年
前
か

ら
発
生
・
拡
大
し
て
い
ま
す
。
イ

ノ
シ
シ
は
繁
殖
力
が
強
い
こ
と
か

ら
、
対
策
が
遅
れ
れ
ば
遅
れ
る
ほ

ど
被
害
が
深
刻
化
す
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
被
害
対
策
の
普
及
啓
発
や

捕
獲
者
の
確
保
、
ま
た
、
捕
獲
数

増
を
図
る
早
急
な
取
り
組
み
が
必

要
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
ど
の
よ

う
な
被
害
対
策
を
講
じ
ま
す
か
。

Ａ
．
エ
サ
と
な
る
農
作
物
の ※

残ざ
ん

渣さ

や
放
任
果
樹
、
家
畜
用
飼
料
の
厳

重
管
理
や
、伐
採
、刈
払
い
な
ど
の

啓
発
に
取
り
組
む
ほ
か
、
侵
入
防

止
に
効
果
が
あ
る
電
気
柵
の
設
置

が
１
・
６
９
と
全
国
よ
り
高
い
で
す

が
、
今
後
、
本
市
の
合
計
特
殊
出

生
率
の
目
標
を
い
く
つ
に
置
く
つ

も
り
で
す
か
。

Ａ
．
地
方
創
生
・
総
合
戦
略
の
大

き
な
柱
が
、
人
口
減
少
を
く
い
止

め
る
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
の
合
計
特

殊
出
生
率
を
上
げ
る
こ
と
で
、
２
・

０
７
人
を
目
標
に
、
魅
力
あ
る
施

策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
．
人
口
が
減
少
す
れ
ば
、
消
防

団
の
団
員
確
保
が
困
難
に
な
る
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
防
災
活
動
に
支

障
が
出
な
い
よ
う
な
対
策
は
で
き

て
い
ま
す
か
。

Ａ
．
団
員
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
公

務
員
や
女
性
消
防
団
員
の
さ
ら
な

る
入
団
と
消
防
団
Ｏ
Ｂ
の
機
能
別

消
防
団
へ
の
加
入
を
図
り
、
地
域

防
災
力
の
維
持
向
上
に
努
め
ま
す
。

Ｑ
．
良
質
で
安
価
な
住
宅
地
「
み

ず
は
の
郷
」
へ
、
市
外
か
ら
移
住

さ
れ
た
方
は
何
世
帯
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
．「
み
ず
は
の
郷
」
に
は
30
世
帯

の
う
ち
９
世
帯
、「
み
ず
は
の
郷
Ｗ

Ｅ
Ｓ
Ｔ
」
に
は
、
８
世
帯
の
う
ち

１
世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

費
用
や
、
有
害
鳥
獣
駆
除
実
施
隊

員
と
な
る
た
め
の
狩
猟
免
許
の
新

規
取
得
に
対
す
る
補
助
金
交
付
等

を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
捕
獲
方

法
の
調
査
や
研
修
に
も
努
め
ま
す
。

Ｑ
．
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
運

営
協
議
会
は
、
こ
れ
ま
で
の
生
涯

学
習
事
業
に
加
え
て
、
新
た
に
防

災
や
福
祉
、
地
域
課
題
解
決
等
広

範
な
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
に
な

る
こ
と
か
ら
、
事
業
執
行
に
あ
た

っ
て
は
、
多
大
の
負
担
増
が
想
定

さ
れ
ま
す
。
つ
い
て
は
、
持
続
的

な
地
域
づ
く
り
に
は
、
そ
の
基
盤

と
な
る
事
務
局
が
し
っ
か
り
機
能

し
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、事

務
局
の
強
化
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

運
営
協
議
会
に
対
し
、
ど
の
よ
う

に
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
か
。

Ａ
．
各
コ
ミ
セ
ン
に
地
域
の
職
員

３
名
を
担
当
職
員
と
し
て
配
置

し
、
諸
課
題
解
決
の
調
整
役
と
し

て
事
務
局
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ほ
か
、

地
域
づ
く
り
を
担
う
人
材
育
成
の

研
修
会
を
実
施
し
、
事
務
局
の
強

化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、「
地
域

づ
く
り
交
付
金
」
に
よ
り
、
各
コ

ミ
セ
ン
の
自
主
的
な
地
域
づ
く
り

活
動
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
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※債務負担行為：あらかじめ次年度以降の債務を約束するもの。実際に支出する年度に改めて予算に計上しなければならない。

令和元年 8 月１日発行〈第126号〉  ながい市議会だより

一
般
会
計
の
財
源
が

楽
で
は
な
い

指
定
管
理
者
に
よ
る
施
設

運
営
と
計
画
的
な
施
設
改
修

子
ど
も
の
均
等
割
免
除
で

高
す
ぎ
る
国
保
税
の
引
き

下
げ
を

市
体
育
施
設
の
管
理
運
営
と

既
存
施
設
の
整
備
は
ど
う
進

め
る
の
か

今泉　春江

鈴木　一則

Ｑ
．
先
送
り
と
な
っ
た
市
体
育
施

設
の
指
定
管
理
制
度
導
入
の
実
施

は
い
つ
行
い
ま
す
か
。
ま
た
、
実

施
に
向
け
て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

Ａ
．
令
和
２
年
４
月
導
入
に
向
け

諸
準
備
を
進
め
て
お
り
、
制
度
導

入
に
係
る
条
例
の
改
正
や
債

※

務
負

担
行
為
設
定
を
９
月
議
会
に
、
指

定
管
理
者
選
任
に
つ
い
て
は
12
月

議
会
に
上
程
す
る
予
定
で
す
。

Ｑ
．
指
定
管
理
を
導
入
し
て
い
る

他
自
治
体
で
は
さ
ま
ざ
ま
特
徴
を

生
か
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。
市

が
指
定
管
理
に
期
待
す
る
効
果
は

何
で
す
か
。
ま
た
、
効
果
を
上
げ

る
に
は
施
設
改
修
や
機
器
の
充
実

も
必
要
と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で

す
か
。

Ａ
．
効
果
的
で
、
利
用
者
の
立
場

に
立
っ
た
管
理
運
営
と
、
市
民
ニ

ー
ズ
に
合
わ
せ
た
事
業
の
展
開
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
施
設
改
修
、

機
器
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
指
定

管
理
者
と
協
議
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

Ｑ
．
庁
舎
を
は
じ
め
、
積
み
残
し

て
き
た
公
共
施
設
の
新
築
や
改
築
、

大
規
模
改
修
が
待
っ
た
な
し
で
す
。

こ
れ
ら
の
施
設
は
公
共
施
設
等
整

備
計
画
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

盛
り
込
ま
れ
て
進
め
ら
れ
ま
す
が
、

す
で
に
30
年
以
上
経
過
し
て
い
る

市
体
育
施
設
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。

「
公
共
施
設
適
正
管
理
推
進
事
業
」

の
長
寿
命
化
計
画
を
早
急
に
策
定

し
、
整
備
計
画
に
盛
り
込
む
べ
き

と
考
え
ま
す
が
ど
う
で
す
か
。

Ａ
．「
公
共
施
設
適
正
管
理
推
進

事
業
」
の
長
寿
命
化
や
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
事
業
の
活
用
を
前
提
に
、
本

市
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
施
設
の
個
別
施
設
計
画
を
来

年
度
ま
で
に
策
定
し
、
修
繕
や
大

規
模
改
修
を
順
次
行
い
ま
す
。

大規模改修が待たれる生涯学習プラザ 国民健康保険被保険者証

Ｑ
．
国
民
の
生
活
を
支
え
る
は
ず

の
社
会
保
障
が
、
高
い
保
険
料
や

給
付
・
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
で
暮
ら

し
を
押
し
つ
ぶ
す
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
国
保
は
勤
労
者
の
医
療

保
険
に
は
な
い
均
等
割
、
平
等
割

が
あ
り
、
高
い
保
険
料
の
大
き
な

要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
岩
手
県

宮
古
市
で
は
18
歳
ま
で
の
す
べ
て

の
子
ど
も
の
均
等
割
の
「
完
全
免

除
」
を
ふ
る
さ
と
納
税
で
実
施
し

ま
し
た
。
長
井
市
で
も
こ
う
し
た

先
進
事
例
に
学
び
、
子
ど
も
の
均

等
割
の
「
完
全
免
除
」
に
踏
み
込

む
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。
無
理

な
提
案
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
県
内
の
18
歳
ま
で
の
医
療

費
無
料
化
実
施
自
治
体
が
51
・
４

％
と
な
り
ま
し
た
。
市
長
は
、
３

月
議
会
で
32
年
に
検
討
し
た
い
と

言
い
ま
し
た
が
い
か
が
で
す
か
。

Ａ

．

子
ど
も
の
均
等
割
の
「
完
全

免
除
」
に
は
国
保
加
入
世
帯
は
３

２
０
０
世
帯
、
５
２
０
０
人
で
、
18

歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
は

２
０
０
世
帯
、
そ
の
う
ち
18
歳
未

満
の
加
入
者
は
４
０
０
人
で
す
。
実

施
に
は
１
０
０
０
万
円
を
超
え
る

額
が
必
要
で
、
本
来
、
国
の
制
度

の
中
で
や
る
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、

一
般
会
計
の
財
源
が
楽
で
は
な
い

と
考
え
ま
す
。
18
歳
ま
で
の
医
療

費
無
料
化
は
１
６
０
０
万
円
ほ
ど

必
要
で
、
今
後
必
要
な
公
共
施
設

な
ど
を
い
く
つ
か
計
画
し
て
お
り
、

で
き
る
だ
け
必
要
不
可
欠
な
も
の

の
予
算
を
確
保
し
て
財
源
を
見
極

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
．
10
月
か
ら
の
消
費
税
増
税
に

対
し
、
市
長
は
市
民
の
暮
ら
し
を

守
る
た
め
に
増
税
に
反
対
を
す
べ

き
と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

Ａ
．
消
費
税
増
税
は
し
な
い
に
こ

し
た
こ
と
は
な
い
で
す
が
、
受
け

入
れ
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
ま
す
。
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※イエナプラン教育：ドイツのイエナ大学教授が創始した学校教育。異なる年齢の子どもたちをグループにしてクラス編成する
　　　　　　　　　　等の特徴がある。

令和元年 8 月１日発行 ながい市議会だより  〈第126号〉

備品の更新が望まれる中央コミュニティセンター新しい学校教育の創造

新
学
習
指
導
要
領
の

実
施
を
見
据
え
て

運
協
会
長
と
の
懇
談
会
を

開
催
し
待
遇
改
善
を
検
討

コ
ミ
セ
ン
職
員
の

待
遇
改
善
を

教
育
環
境
を
変
え
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
か

梅津　善之

赤間　泰広

Ｑ
．
市
中
央
コ
ミ
セ
ン
の
視
聴
覚

室
の
備
品
は
、
旧
体
前
の
設
備
で

す
。
パ
ソ
コ
ン
と
の
接
続
や
デ
ジ

タ
ル
化
し
た
デ
ー
タ
が
使
え
な
い

な
ど
不
備
が
感
じ
ら
れ
、
ぜ
ひ
と

も
一
新
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

Ａ
．
コ
ミ
セ
ン
の
地
域
づ
く
り
事

業
で
必
要
な
備
品
等
は
、
地
域
づ

く
り
事
業
推
進
交
付
金
等
を
活
用

し
整
備
が
可
能
で
す
の
で
、
コ
ミ

セ
ン
と
協
議
し
検
討
し
ま
す
。

Ｑ
．
働
き
方
改
革
法
案
が
４
月
１

日
か
ら
適
用
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が

法
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ミ
セ

Ｑ
．
居
心
地
の
よ
い
教
室
、
学
校

づ
く
り
の
た
め
に
、
子
ど
も
た
ち

が
自
ら
学
び
た
い
と
思
い
、
答
え

を
出
せ
る
環
境
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
従
来
の
よ

う
に
座
っ
て
話
を
聞
い
て
黙
々
と

勉
強
を
す
る
受
け
身
の
環
境
で
は

な
く
、「
イ

※

エ
ナ
プ
ラ
ン
教
育
」
と

ま
で
は
い
か
な
く
と
も
、
一
人
一

人
が
お
互
い
の
力
を
出
し
教
え
合

い
、
学
び
合
え
る
環
境
を
つ
く
れ

な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
．
来
年
度
か
ら
本
実
施
の
新
学

習
指
導
要
領
に
則
り
「
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
に

ン
職
員
の
賃
金
水
準
や
福
利
厚
生

面
が
か
な
り
低
い
の
で
は
な
い
で

す
か
。
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

Ａ
．
コ
ミ
セ
ン
職
員
の
待
遇
改
善

が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

各
コ
ミ
セ
ン
運
営
協
議
会
会
長
等

と
の
懇
談
会
で
意
見
交
換
し
な
が

ら
対
応
を
検
討
し
ま
す
。

Ｑ
．
学
校
体
育
館
は
、
災
害
が
発

生
し
た
際
に
は
避
難
所
と
し
て
使

わ
れ
、
地
域
の
行
事
や
活
動
に
も

頻
繁
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
の
命
と
地
域
の
人
た
ち

の
命
を
守
る
た
め
に
も
、
体
育
館

に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
こ
と
を

提
言
し
ま
す
。

Ａ
．
令
和
２
年
度
の
長
井
市
重
要

事
業
要
望
に
お
い
て
、
市
内
小
中

学
校
体
育
館
に
お
け
る
空
調
整
備

事
業
に
係
る
補
助
の
採
択
を
県
に

要
望
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
昨
今
の
交
通
事
故
、
犯
罪
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
、
防
犯
カ
メ
ラ

を
計
画
的
に
設
置
す
べ
き
で
す
。

Ａ
．
警
察
、
防
犯
協
会
、
交
通
安

全
協
会
と
協
議
し
、
必
要
な
場
所

に
設
置
を
検
討
し
、
防
犯
に
対
す

る
意
識
づ
く
り
を
含
め
、
安
心
安

全
の
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

向
け
て
、
自
ら
考
え
お
互
い
に
学

び
合
え
る
授
業
や
学
習
形
態
へ
の

工
夫
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
．
児
童
、生
徒
の
不
登
校
の
理
由

を
把
握
し
て
い
ま
す
か
。
子
ど
も

た
ち
が
抱
え
る
事
情
に
寄
り
添
い

導
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す

が
、
そ
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
対

し
て
適
切
に
対
応
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ
．
不
登
校
の
理
由
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
が
、
本
市
で
は
、
教
育
相
談

員
・
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等

の
配
置
に
よ
り
、
学
校
・
家
庭
等

の
悩
み
や
問
題
に
、
き
め
細
や
か

に
対
応
で
き
る
よ
う
体
制
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
現
在
ま
で
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
、
お

互
い
の
目
的
を
明
確
に
し
、
積
極

的
に
進
め
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
が
、
今
後
の
課
題
や
考
え
方

を
伺
い
ま
す
。

Ａ
．
こ
れ
ま
で
は
、
百
秋
湖
ボ
ー

ト
ツ
ー
リ
ン
グ
な
ど
、
具
体
的
な

テ
ー
マ
で
募
集
し
活
動
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
、
ま

ず
は
長
井
市
に
住
ん
で
自
由
な
テ

ー
マ
で
活
躍
い
た
だ
く
こ
と
も
視

野
に
入
れ
、
積
極
的
に
取
り
組
み

ま
す
。

答　弁

答　弁

一

般

質

問
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※ＵＩＪターン：大都市圏の居住者が地方に移住する３つの動きの総称。Ｕターン（出身地へ戻る）、Ｉターン（出身地以外の
　　　　　　　　地方へ移住）、Ｊターン（出身地近くの地方都市へ移住）のこと。

令和元年 8 月１日発行〈第126号〉  ながい市議会だより

企
業
調
査
専
門
員
を
配
置
し

意
向
調
査
な
ど
を
進
め
る

令
和
元
年
の
企
業
誘
致

に
関
し
て
の
方
向
性
は

内谷　邦彦

Ｑ
．企
業
誘
致
を
進
め
る
た
め
に
、

有
効
求
人
倍
率
が
高
く
厳
し
い
状

況
で
す
が
、
働
き
た
く
と
も
働
け

な
い
方
の
理
由
、
介
護
や
子
育
て

等
が
解
決
で
き
れ
ば
、
潜
在
的
な

労
働
力
を
発
掘
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
と
連
携
し

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
で
き
な
い

の
で
す
か
。

Ａ
．
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
就
職
希
望

者
が
対
象
で
、
掘
り
起
し
ま
で
は

予
定
し
て
い
ま
せ
ん
。ま
た
、保
育

や
介
護
の
待
機
は
恒
常
的
で
な
く
、

潜
在
的
な
求
職
者
は
確
認
で
き
ま

せ
ん
。一
方
、各
業
種
に
内
在
す
る

企
画
や
開
発
、
製
造
や
営
業
等
の

多
様
な
職
を
、
大
卒
者
や
Ｕ

※

Ｉ
Ｊ

タ
ー
ン
希
望
者
の
選
択
肢
と
し
て

お
伝
え
し
人
材
確
保
に
努
め
ま
す
。

Ｑ
．
ふ
る
さ
と
納
税
に
お
け
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
利
用
料
が
、

納
税
総
額
の
約
10
％
支
払
わ
れ
て

お
り
、
寄
附
額
を
増
や
す
た
め
に

掲
載
サ
イ
ト
を
さ
ら
に
増
や
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
結
果
は
ど
の
程

度
あ
る
の
で
す
か
。

　

ま
た
、地
域
資
源
を
活
用
し
、地

域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
ふ
る

さ
と
納
税
の
重
要
な
役
割
と
思
い

ま
す
が
、
生
産
者
や
製
品
納
入
者

か
ら
の
声
が
聞
こ
え
な
い
よ
う
に

思
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
聞
き
取

り
し
、
い
た
だ
い
た
意
見
は
ど
う

反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

Ａ
．
現
在
は
５
つ
の
サ
イ
ト
で
広

報
し
、
寄
附
者
増
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
長
井
を
周
知
す
る
こ
と
が

寄
附
の
増
に
も
結
び
付
く
こ
と
か

ら
、
現
状
を
継
続
し
ま
す
。

　

ま
た
、
お
礼
品
と
し
て
選
ば
れ

る
こ
と
が
多
い
地
場
産
商
品
の
牛

肉
や
果
物
等
の
生
産
者
な
ど
と
意

見
交
換
を
行
い
、
地
域
活
性
化
に

結
び
つ
く
よ
う
な
産
品
の
掘
り
起

し
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ふるさと納税お礼品の一例

小
関
秀
一
委
員　

今
般
、
旧
ヨ
ー

ク
跡
地
へ
の
「
菜
な
ポ
ー
ト
」
移

転
に
伴
う
建
物
建
設
に
、
市
か
ら

地
域
総
合
整
備
資
金
貸
付
（
２
６

５
０
万
円
）
が
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
制
度
の
概
要
と
返
済

方
法
等
を
説
明
く
だ
さ
い
。

産
業
参
事　

市
が
地
域
振
興
に
資

す
る
民
間
の
事
業
に
、
国
の
制
度

に
よ
り
、
地
方
債
で
無
利
子
の
融

資
を
し
ま
す
。尚
、こ
の
75
％
は
地

方
交
付
税
措
置
さ
れ
ま
す
の
で
市

の
利
子
負
担
は
25
％
に
な
り
ま
す
。

委
員　

直
売
所
移
転
の
経
緯
と
、

出
品
者
の
合
意
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

昨
年
12
月
、
地
場
産
の
理

事
会
に
て
了
承
を
得
、
ド
ラ
ッ
グ

ス
ト
ア
と
競
合
し
な
い
商
品
を
扱

う
こ
と
で
、
農
家
の
代
表
者
と
打

ち
合
わ
せ
を
し
て
い
ま
す
。

委
員　

移
転
の
メ
リ
ッ
ト
、
賃
借

条
件
を
確
認
し
ま
す
。

商
工
観
光
課
長　

今
年
12
月
店
舗

オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

契
約
期
間
は
10
年
で
、
そ
の
後
２

年
毎
更
新
で
す
。

産
業
参
事　

市
へ
の
償
還
は
、
１

年
据
え
置
き
の
14
年
、
店
舗
は
90

坪
、
駐
車
場
は
共
用
で
の
利
用
可

能
で
、
月
36
万
円
の
賃
料
で
す
。

移転が待たれる菜なポート南店移転予定地

11

答　弁

旧
ヨ
ー
ク
跡
地
へ
の
菜
な

ポ
ー
ト
移
転
の
経
緯
と

「
愛
さ
れ
る
直
売
所
」
へ

の
展
望
は

予

算
特

別

委

員

会

総

括

質

疑



項目

氏名

調　査       

研究費
研修費 広報費 広聴費

要請・陳

情活動費
会議費

資　料     

作成費

資　料     

購入費
人件費 合計額 返還額

宇津木正紀 143,640 143,640 0

  浅野　敏明  35,100 14,580 78,765 128,445 0

金子　豊美 20,200 　 15,072 78,765 114,037 5,963

内谷　邦彦 22,620 134,071 　 　 156,691 0

平　　進介 　 97,200 　 29,484 126,684 0

   鈴木富美子 20,200   　 15,420 47,012 42,231 124,863 0

渡部　秀樹 246,132 　 246,132 0

今泉　春江 43,200 78,540 　 121,740 0

    梅津　善之 30,000 95,673 125,673 0

  赤間　泰広 105,316 　 29,541 40,728 175,585 0

 小関　秀一 80,000 　 77,844 157,844 0

五十嵐智洋 12,690 　 76,966 89,656 20,344

  蒲生　光男 88,884 50,000 138,884 0

安部　　隆 ※政務活動費の交付申請をしていません。 0 0

町田　義昭 47,384 8,623 56,007 63,993

渋谷　佐輔 83,100 　 40,728 123,828 0

合計額 146,120 105,316 880,917 0 0 15,420 312,129 569,807 0 2,029,709 90,300

政務活動費

平成30年４月〜平成31年３月（12か月分）収支報告総括表

　議員の調査研究活動に必要な経費の一部として、地方自治法及び市条

例に基づき、政務活動費を交付しています。議員は、収支報告書に収支

内訳書や視察報告書、領収書を添付して議長に報告しています。

交付金額：議員₁人当たり月額10,000円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：円）

項目

氏名
調　査       

研究費
研修費 広報費 広聴費

要請・陳

情活動費
会議費

資　料     

作成費

資　料     

購入費
人件費 合計額 返還額

宇津木正紀 410 6,275 3,394 10,079 0

  浅野　敏明  10,044 10,044 0

金子　豊美 　 7,536 6,794 14,330 0

平　　進介 　 56,160 　 56,160 0

   鈴木富美子   14,304 14,304 0

渡部　秀樹 28,836 　 28,836 0

今泉　春江 20,019 　 20,019 0

    梅津　善之 18,900 18,900 0

  赤間　泰広  　 10,418 10,418 0

  蒲生　光男 15,000 15,000 0

合計額 0 0 100,406 0 0 0 77,078 20,606 0 198,090 0

平成31年４月（１か月分）収支報告総括表

交付金額：議員1人当たり10,000円　※改選前のため1か月のみ交付/申請者のみ表記　　　　　　　　　　　（単位：円）

★個人ごとの収支報告書、領収書等は市議会ホームページにて公開しております。

※五十嵐智洋議員は平成31年２月辞職のため、交付金額は11万円となっています。

令和元年 8 月１日発行 ながい市議会だより  〈第126号〉
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請　

願

お
詫
び
と
訂
正

◆
消
費
税
10
％
中
止
を
国
に
求
め
る

　

意
見
書
提
出
の
請
願

　

２
０
１
９
年
10
月
か
ら
の
消
費
税
10
％

へ
の
引
き
上
げ
中
止
を
国
に
求
め
る
意
見

書
を
提
出
す
る
よ
う
求
め
ま
す
。

（
請
願
者　

長
井
市
四
ツ
谷

　

西
置
賜
革
新
懇
話
会

　
　
　
　
　

代
表
世
話
人　

今
泉
義
憲
）

不

採

択

遠え
ん

藤ど
う

倫の
り

夫お

 

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

（
台
町
）

教
育
委
員
会
委
員
の

　
　
　
　
　

任
命
に
同
意

飯い
い

澤ざ
わ

常つ
ね

雄お

 

さ
ん

　
　
　
　
　
　

（
館
町
南
）

監
査
委
員
の
選
任
に
同
意

令和元年 8 月１日発行〈第126号〉  ながい市議会だより

人　

事

  ◎請願の提出期限は、8月19日(月)の予定です。

◎すべての会議を傍聴できます。正式な日程は、市議会のホー

　ムページなどでご確認ください。

長井市議会ホームページ 長井市議会 検索

8月 19 20

21

22

23 24

25

23 24 25

常任委員長会

文教

招集告示

常任委員会協議会常任委員会協議会

厚生 産業・建設

26 2827

28

1

3 4 5 6 7

8 9 10 11

９月

12 13 14

15 16 17 18 19

議会運営

委員会

本会議

（一般質問）

本会議

（一般質問）

決算

本会議（開会）

決算特別委員会

次回　９月定例会の予定

22

29 30 31

常任委員会

 

  

 

    

 

     

     

    

    

  
  

  

26 27

2

総務

本会議

（一般質問）

総務 文教 厚生

産業・建設

常任委員会

21

決算 決算

予算

特別委員会

特別委員会

本会議

（表決・閉会）

日 月 火 水 木 金 土

20

予算

18

　

第
95
回
全
国
市
議
会
議
長
会
定

期
総
会
に
お
い
て
、
表
彰
状
及
び

感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
、
６
月

定
例
会
最
終
日
に
本
会
議
場
に
お

い
て
議
長
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
４
日
付
け
で
長
井
市
議
会

議
員
を
退
任
さ
れ
ま
し
た
４
人
の

方
々
に
対
し
、
市
長
か
ら
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

※
町
田
義
昭
様
は
感
謝
状
を
辞
退

　

さ
れ
ま
し
た
。

土つ
ち

屋や

正ま
さ

人と

 

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

（
中
道
）

　

な
が
い
市
議
会
だ
よ
り
第
１
２
５
号
（
令
和
元
年

５
月
）
に
お
い
て
、
今
泉
春
江
議
員
の
一
般
質
問
の

記
事
に
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て

訂
正
い
た
し
ま
す
。

◆
訂
正
箇
所

　
　

７
ペ
ー
ジ
２
段
目
12
行
目

　
　

誤
「
平
等
割
」
→
正
「
均
等
割
」

13

教
育
委
員
会
教
育
長
の

　
　
　
　
　

任
命
に
同
意

【
全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰
】

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

★
議
長
４
年
表
彰

★
評
議
員
感
謝
状

【
市

長

感

謝

状
】

　
　
　
　

渋
谷　

佐
輔 

様

　
　
　
　

安
部　
　

隆 

様

　
　
　
　

五
十
嵐
智
洋 

様

　
　
　
　

宇
津
木
正
紀 

様

　
　
　
　

渋
谷　

佐
輔 

様



令和元年 8 月１日発行 ながい市議会だより  〈第126号〉

この議会だよりは、議員の自主編集により発行しています。

「第35回　長井トライアスロン大会」開催

　７月14日に第35回を数える長井トライアス

ロン大会が、長井北中を発着として開催され

ました。県内外から集まった13歳から84歳ま

での鉄人たち173名が熱いレースを繰り広げ

ました。主催者並びにご参加された皆さま大

変お疲れ様でした。
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渡部正之　鈴木　裕　　　　　　　　　金子豊美　鈴木一則

　　　　　　　○鈴木富美子　◎渡部秀樹

（◎委員長　○副委員長）

　７月６日の夕暮れ時から市役所前市民広場を基点に約1,500人の踊り手が浴衣や法被姿で練り歩き、

参加する子どもたちの笑顔や踊り手の熱気に包まれました。長井市議会議員も13名が参加し花を添え

させていただきました。
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復活　五十川獅子踊り！！

　伝統と文化を途切れさせまいと、地元若い

衆が「五十川獅子踊りの復活を目指す会」を

立ち上げ、お師匠様方から獅子踊りの指導を

受けて６月23日、10年ぶりに五十川薀
う ん

安
な ん

神社

境内にて五十川獅子踊りの奉納・公演が行わ

れました。

長井おどり大パレードに参加しました

わ　　だ　　い
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